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（
社
）情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
協
会  

調
査
企
画
部
課
長
　

手
計 

将
美 

各
種
統
計
デ
ー
タ
か
ら
見
た 

　
Ｉ
Ｔ
産
業
に
お
け
る
外
国
人
技
術
者
の
実
情 

 

　
は
じ
め
に 

　
世
界
の
Ｉ
Ｔ
市
場
は
、
世
界
情
報
サ
ー
ビ

ス
産
業
機
構
（
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ａ
）
の
「D

igital 
Planet 2004

改
訂
版
」
に
よ
る
と
、
二
〇
〇

四
年
に
は
二
兆
七
五
一
二
億
ド
ル
と
な
り
、

今
年
（
二
〇
〇
六
年
）
は
三
兆
億
ド
ル
を
超

え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
国
別
市
場
規
模

で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
一
兆
三
八
八
億
ド
ル
と

全
世
界
の
四
割
近
く
を
占
め
、
日
本
三
四
一

一
億
ド
ル
、
ド
イ
ツ
一
六
六
二
億
ド
ル
、
イ

ギ
リ
ス
一
五
九
九
億
ド
ル
、
フ
ラ
ン
ス
一
三

一
九
億
ド
ル
と
続
く
。
近
年
Ｉ
Ｔ
産
業
の
発

展
著
し
い
中
国
は
八
六
五
億
ド
ル
、
イ
ン
ド

も
三
一
七
億
ド
ル
と
国
内
Ｉ
Ｔ
市
場
は
い
ま

だ
発
展
過
程
に
あ
る
。 

　
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
Ｉ
Ｔ
新
興
諸
国
で
は

高
度
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
と
Ｉ
Ｔ
産
業
の
振
興

を
国
家
的
な
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
で
は
、
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
の
教
育
を
強
化
し
、
優
秀
な
人

材
を
世
界
に
輩
出
し
て
い
る
。
世
界
で
活
躍

す
る
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
研
究
者
た
ち
は
、

や
が
て
母
国
に
帰
り
、
Ｉ
Ｔ
企
業
を
立
ち
上

げ
た
り
大
学
等
で
後
進
の
指
導
に
あ
た
り
国

内
の
Ｉ
Ｔ
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
。
そ
し

て
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
の
Ｉ
Ｔ
市
場
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発
）
を
拡

大
し
て
い
る
。 

　
一
方
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
で
は
情
報
化
投

資
の
費
用
対
効
果
を
重
視
す
る
傾
向
が
高
ま

り
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
開
発
工
程
は
コ

ス
ト
削
減
か
ら
海
外
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
が
拡
大
し
て
い
る
。
近
年
、
ア
メ
リ
カ
で

は
イ
ン
ド
や
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
オ
フ
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
に
よ
る
国
内
の
雇
用
減
少
が
社
会
問

題
化
し
て
い
た
。
日
本
で
も
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

企
業
の
受
注
減
少
や
価
格
の
低
減
な
ど
の
影

響
が
出
始
め
て
い
る
。 

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
海
外
へ
の
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
の
動
向
と
そ
の
前
提
と
な
る
日
本

国
内
で
働
く
外
国
人
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
状

況
を
各
種
調
査
か
ら
把
握
し
て
い
く
。 

    

Ｉ
Ｔ
関
連
職
種
の
状
況 

　
　
（
就
業
者
の
状
況
） 

 

〇
四
年
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
就
業
者

数
は
、
経
済
産
業
省
の
特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業

実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、
五
六
万
九
五
四
二
名

で
あ
っ
た
。
職
種
別
に
は
「
シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア
」
二
四
万
一
三
一
七
人
（
構
成
比
四

二
・
四
％
）、「
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」
一
〇
万
五

六
八
八
人
（
同
一
八
・
六
％
）、「
管
理
・
営

業
」
九
万
四
〇
八
〇
人
（
同
一
六
・
五
％
）、

「
そ
の
他
（
オ
ペ
レ
ー
タ
、
キ
ー
パ
ン
チ
ャ

ー
含
）」
八
万
三
九
一
〇
人
（
同
一
四
・
七

％
）、「
出
向
・
派
遣（
受
入
）」
三
万
六
四
八

〇
人
（
六
・
四
％
）、「
研
究
員
」
八
〇
六
七

人
（
一
・
四
％
）
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
で
六
割
以
上
を
占

め
る
。
男
女
別
で
は
「
男
」
四
四
万
四
七
一

五
人
（
七
八
・
一
％
）、「
女
」
一
二
万
四
八

二
七
人
（
二
一
・
九
％
）
で
あ
っ
た
。 

　
過
去
五
年
間（
平
成
二
〇
〇
二
〜
〇
四
年
）

の
就
業
者
数
は
、
二
万
一
六
一
四
人
の
増
加

で
あ
る
が
、
〇
一
年
か
ら
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の

状
況
が
続
い
て
い
る
。
一
方
、
企
業
に
勤
務

す
る
従
業
者
数
は
、
こ
こ
一
年
〇
・
五
％
の

減
少
と
な
り
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
企
業
の
雇
用

数
は
全
体
と
し
て
拡
大
し
て
い
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。
職
種
別
で
は
、
「
シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア
」「
管
理
・
営
業
」「
研
究
員
」
が
増

加
し
、「
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」「
そ
の
他
」
は
減

少
で
あ
り
、
「
出
向
・
派
遣
」
が
拡
大
し
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。 
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特
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
に
従
事
す
る
派

遣
労
働
者
数
は
、（
社
）日
本
人
材
派
遣
協
会

の
「
労
働
者
派
遣
事
業
統
計
調
査
」
に
よ
る

と
、
〇
五
年
度
通
期
で
対
前
年
比
一
一
八
・

七
％
と
増
加
し
、
〇
四
年
度
（
対
前
年
比
一

二
四
・
六
％
）
か
ら
大
き
く
拡
大
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

    

Ｉ
Ｔ
関
連
職
種
の
需
給
状
況 

 

こ
こ
で
、
経
済
産
業
省
の
特
定
サ
ー
ビ
ス

産
業
動
態
統
計
か
ら
、
Ｉ
Ｔ
関
連
職
種
の
人

材
需
給
状
況
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
情
報
サ

ー
ビ
ス
業
の
業
績
は
〇
三
年
以
降
、
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
き

て
「
売
上
高
の
将
来
見
通
し
」
が
拡
大
を
示

し
始
め
た
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
が
全
般
的

に
好
調
で
あ
り
、
特
に
情
報
通
信
関
連
分
野

や
金
融
・
保
険
分
野
に
お
け
る
活
発
な
情
報

化
投
資
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
業
況
の
好
転

に
伴
い
「
雇
用
判
断
」
に
不
足
傾
向
が
高
ま

っ
て
き
て
い
る
。 

　
近
年
、
シ
ス
テ
ム
開
発
案
件
は
、
量
的
に

は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
特
徴
と
し
て
小
口

化
・
短
納
期
化
の
傾
向
が
あ
り
、
営
業
利
益

率
の
減
少
な
ど
利
益
の
確
保
が
難
し
い
状
況

に
あ
る
。
加
え
て
、
ユ
ー
ザ
ー
が
情
報
化
の

投
資
効
果
に
対
し
て
た
い
へ
ん
に
厳
し
く
な

り
、
価
格
の
値
下
げ
圧
力
も
強
ま
っ
て
い
る
。 
    

不
足

す
る
職
種 

 

（
社
）情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
協
会
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ

Ａ
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
情
報
サ
ー

ビ
ス
企
業
が
事
業
展
開
の
う
え
で
不
足
を
感

じ
強
化
増
員
し
た
い
と
す
る
人
材
は
、
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
が
も
っ
と
も

多
く
、「
セ
ー
ル
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」、

「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
の
順
に
な
る
。
特
に

企
業
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
「
セ
ー
ル
ス
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
」
「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」
と

い
っ
た
企
画
フ
ェ
ー
ズ
の
人
材
へ
の
不
足
感

が
強
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
情
報
シ
ス
テ

ム
の
設
計
・
開
発
を
担
う
「
Ｉ
Ｔ
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
」
「
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
」
も
不
足
傾
向
に
あ
る
。 

　
不
足
す
る
人
員
の
補
充
に
対
し
て
は
、
従

来
よ
り
新
卒
採
用
か
ら
の
育
成
を
重
視
す
る

企
業
が
多
い
。
し
か
し
、
近
年
、
採
用
活
動

に
苦
戦
す
る
傾
向
が
強
く
、
即
戦
力
と
し
て

中
途
採
用
に
期
待
す
る
が
こ
れ
も
思
う
よ
う

な
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
事
情
も
外
国
人
Ｉ
Ｔ
技
術
者
の

活
用
に
期
待
が
集
ま
る
背
景
と
な
っ
て
い
る
。 

    

外
国
人

Ｉ
Ｔ
技
術
者
の
就
労
状
況 

 

外
国
人
Ｉ
Ｔ
技
術
者
の
就
労
に
つ
い
て
見

て
み
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と（
社
）日
本
パ
ー
ソ
ナ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
協
会
（
Ｊ

Ｐ
Ｓ
Ａ
）
お
よ
び（
社
）電
子
情
報
技
術
産
業

協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）
の
三
団
体
は
、
例
年
、

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
分
野
に
お

け
る
海
外
取
引
お
よ
び
外
国
人
就
労
等
に
関

す
る
実
態
調
査
」
を
実
施
し
、
外
国
人
Ｉ
Ｔ

技
術
者
の
就
業
と
海
外
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

の
状
況
を
ま
と
め
て
い
る
。 

　
〇
五
年
の
同
調
査
で
は
、
回
答
企
業
三
一

八
社
（
回
収
率
三
三
・
四
％
）
の
う
ち
、
外

国
人
Ｉ
Ｔ
技
術
者
の
就
労
が
あ
る
企
業
は
一

一
九
社
あ
り
、
正
社
員
、
契
約
社
員
・
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
の
各
就
業
形
態
の

合
計
は
延
べ
一
六
三
一
名
（
前
年
度
一
二
七

一
名
）
で
あ
っ
た
。
一
社
あ
た
り
の
外
国
人 
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就
労
者
数
は
五
・
一
名
で
あ
り
正
社
員
は
二
・

八
名
で
あ
っ
た
。
過
去
三
年
の
一
社
あ
た
り

の
就
業
者
数
は
、
〇
二
年
三
・
九
名
、
〇
三

年
五
・
一
名
、
〇
四
年
五
・
一
名
で
あ
り
〇

三
年
か
ら
増
加
し
て
い
る
。
業
況
の
厳
し
い

時
期
に
外
国
人
Ｉ
Ｔ
技
術
者
が
増
え
て
い
る

こ
と
に
な
る
（
特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業

動
態
統
計
の
売
上
高
の
将
来
見
通
し

を
参
照
）。 

　
ま
た
、
派
遣
・
他
社
か
ら
の
常
駐

も
前
年
度
よ
り
も
増
加
し
て
い
る
が
、

海
外
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
拡

大
と
と
も
に
い
わ
ゆ
る
「
ブ
リ
ッ
ジ

Ｓ
Ｅ
」
の
常
駐
や
滞
在
が
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

　
国
籍
別
で
は
、
「
中
国
」
が
全
体

の
半
数
以
上
を
占
め
、「
韓
国
」、「
イ

ン
ド
」、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
」
が
こ
れ
に

続
く
。
特
に
中
国
は
、
増
加
率
で
対

前
年
比
一
三
六
・
七
％
と
大
き
く
拡

大
し
、
「
外
国
人
Ｉ
Ｔ
技
術
者
＝
中

国
人
Ｉ
Ｔ
技
術
者
」
と
認
識
さ
れ
る

ほ
ど
の
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

上
位
の
国
は
い
ず
れ
も
日
本
の
情
報

処
理
技
術
者
試
験
と
相
互
認
証
を
実

施
す
る
技
術
者
資
格
制
度
を
有
し
、

Ｉ
Ｔ
技
術
者
の
日
本
で
の
就
労
を
後

押
し
し
て
い
る
。 

　
職
種
別
で
は
、
「
開
発
・
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
」
が
一
〇
六
〇
名
と
も
っ

と
も
多
く
、
そ
れ
以
外
は
「
設
計
」

二
二
五
名
、
「
運
用
管
理
」
三
五
名
、

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

一
八
名
、
「
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
」

一
六
名
、
「
そ
の
他
」
二
三
名
で
あ

っ
た
。
担
当
業
務
と
し
て
は
、
圧
倒

的
に
開
発
や
テ
ス
ト
が
多
く
、
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
員
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
ま
だ
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
コ
ン

サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
や
設
計
な
ど
上
流
工
程
を

担
当
し
た
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
な
ど
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
に
就
く
外
国
人

Ｉ
Ｔ
技
術
者
も
い
る
。
し
か
し
、
上
位
職
種

の
人
数
は
年
に
よ
り
変
動
が
あ
り
、
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
核
と
し
て
定
着
す
る
ま
で

の
実
績
は
あ
が
っ
て
い
な
い
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
。 

　
〇
四
年
の
職
種
別
外
国
人
Ｉ
Ｔ
技
術
者
の

就
業
状
況
を
開
発
工
程
別
に
整
理
し
て
み
る
。

最
上
流
の
シ
ス
テ
ム
企
画
や
要
求
定
義
を
行

う
「
分
析
工
程
」
に
も
一
六
名
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、

「
設
計
工
程
」
に
も
二
二
五
名
の
技
術
者
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
全
体
を

管
理
す
る
技
術
者
も
一
八
名
い
る
。
こ
れ
ら

職
種
は
、
先
に
示
し
た
不
足
す
る
人
材
の
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
「
セ
ー
ル
ス
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」

お
よ
び
情
報
シ
ス
テ
ム
の
設
計
・
開
発
を
担

う
「
Ｉ
Ｔ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
に
あ
た
り
、

能
力
と
実
績
に
よ
り
外
国
人
Ｉ
Ｔ
技
術
者
の

活
躍
す
る
場
面
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。 
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海
外
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ 

　
（
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発
）の
状
況 

 

外
国
人
Ｉ
Ｔ
技
術
者
を
活
用
す
る
理
由
に

は
、
不
足
す
る
人
員
や
職
種
を
補
う
ほ
か
、

人
件
費
コ
ス
ト
の
圧
縮
と
い
う
目
的
が
あ
る
。

し
か
し
、
正
社
員
と
し
て
雇
用
す
る
場
合
は

日
本
人
Ｉ
Ｔ
技
術
者
と
人
件
費
は
変
わ
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
海
外
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
に
よ
り

開
発
コ
ス

ト
の
低
減

を
は
か
る

動
き
が
加

速
し
て
い

る
。
そ
こ

で
、
「
コ

ン
ピ
ュ
ー

タ
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
分

野
に
お
け

る
海
外
取

引
お
よ
び

外
国
人
就

労
等
に
関

す
る
実
態

調
査
」
か

ら
海
外
へ

の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン

グ
の
状
況

に
つ
い
て

見
て
み
る
。 

　
〇
四
年

調
査
で
は
、

海
外
へ
の

ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ

実
績
の
あ
る
企
業
は
七
七
社
あ
り
回
答
企
業

の
二
四
・
二
％
で
あ
っ
た
。
〇
二
年
の
二
二
・

一
％
、
〇
三
年
の
二
三
・
一
％
か
ら
若
干
で

は
あ
る
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。 

　
海
外
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
は
、
外

国
企
業
へ
直
接
発
注
す
る
場
合
と
国
内
企
業

（
外
国
企
業
の
日
本
法
人
等
）
を
経
由
し
て

発
注
す
る
場
合
と
両
形
態
を
併
用
す
る
場
合

に
大
別
さ
れ
る
。
〇
三
年
ま
で
は
外
国
企
業

と
直
接
に
取
引
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
が
、

〇
四
年
に
は
国
内
企
業
経
由
が
倍
増
し
、
併

用
と
合
わ
せ
る
と
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
実
績

の
七
割
近
く
に
な
る
。 

　
海
外
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
発
注
額

は
、
〇
四
年
に
は
五
二
七
・
〇
億
円
で
あ
り
、

一
社
あ
た
り
の
平
均
発
注
額
は
一
・
七
億
円

と
な
り
、
〇
三
年
の
平
均
発
注
額
二
・
〇
億

円
と
比
較
す
る
と
対
前
年
比
八
五
％
と
減
少

し
て
い
る
。
こ
れ
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
実

績
の
あ
る
企
業
の
み
で
見
る
と
、
〇
四
年
の

平
均
六
・
八
億
円
（
七
七
社
）
に
対
し
〇
三

年
は
八
・
四
億
円

（
五
八
社
）
で
あ

り
対
前
年
比
八
一
・

〇
％
と
さ
ら
に
減

少
幅
が
大
き
く
な

る
。
こ
の
調
査
結

果
を
見
る
限
り
は
、

海
外
へ
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
す
る
企

業
数
は
増
加
し
て

い
る
も
の
の
発
注

金
額
は
必
ず
し
も

増
え
て
い
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。
海

外
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
に
対
し
て
慎

重
と
な
っ
て
い
る

傾
向
が
推
察
で
き
る
。 

　
国
別
の
発
注
金
額
は
、
「
中
国
」
が
三
三

二
・
四
億
円
と
全
体
の
六
三
％
を
占
め
、
「
米

国
」、「
イ
ン
ド
」、「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
」
が
続

く
。
中
国
へ
の
発
注
額
の
う
ち
直
接
発
注
が

一
三
二
・
九
億
円
で
あ
り
、
国
内
企
業
を
経

由
し
た
発
注
は
一
九
九
・
五
億
円
と
一
・
五

倍
の
規
模
に
な
る
。
一
方
、
イ
ン
ド
は
直
接

発
注
二
六
・
五
億
円
に
対
し
国
内
企
業
経
由

は
一
六
・
一
億
円
と
な
り
、
逆
に
直
接
発
注

が
多
い
。 
    

ユ
ー
ザ
ー
企
業
の
外
国
人 

　
Ｉ
Ｔ
技
術
者
や 

　
海
外
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ 

　
の
活
用
意
向 

 

い
ま
ま
で
見
て
き
た
外
国
人
Ｉ
Ｔ
技

術
者
の
就
労
や
海
外
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
の
状
況
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の

提
供
者
側
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
メ
ー
カ
ー
や
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ

レ
ー
タ
お
よ
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
企
業
に

お
け
る
実
態
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。 

　
で
は
、
発
注
者
側
で
あ
る
情
報
シ
ス
テ
ム

の
ユ
ー
ザ
ー
企
業
で
は
外
国
人
の
活
用
や
海

外
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
ど
う
見
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
「
情
報
シ

ス
テ
ム
ユ
ー
ザ
ー
企
業
動
向
調
査
」
に
よ
る

と
、
回
答
企
業
の
半
数
が
肯
定
的
に
捉
え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
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ま
と
め 

　
外
国
人
Ｉ
Ｔ
技
術
者
の
動
向 

 

Ｉ
Ｔ
産
業
で
は
、
業
務
量
の
増
加
に
と
も

な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
Ｉ
Ｔ

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
中
心
に
人
材
需
要
が
拡

大
し
て
い
る
が
、
正
社
員
は
増
え
て
い
な
い
。

一
方
、
外
国
人
Ｉ
Ｔ
技
術
者
は
、
正
社
員
や

常
駐
・
滞
留
者
も
増
え
て
い
る
。 

　
日
本
企
業
が
外
国
人
Ｉ
Ｔ
技
術
者
を
活
用

す
る
動
機
に
は
大
き
く
二
つ
の
場
合
が
考
え

ら
れ
る
。
一
つ
は
国
籍
を
問
わ
ず
能
力
・
人

物
本
位
で
採
用
し
た
社
員
が
た
ま
た
ま
外
国

人
で
あ
る
場
合
。
も
う
一
つ
は
オ
フ
シ
ョ
ア

開
発
を
前
提
と
し
て
技
術
や
開
発
手
法
お
よ

び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
を
身
に
つ
け
た
ブ
リ

ッ
ジ
Ｓ
Ｅ
を
育
成
す
る
目
的
が
あ
る
。
後
者

の
場
合
、
日
本
で
就
業
し
て
い
る
外
国
人
Ｉ

Ｔ
技
術
者
の
後
ろ
に
は
数
多
く
の
Ｉ
Ｔ
技
術

者
が
本
国
に
い
る
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
開

発
工
程
を
中
心
に
大
き
な
規
模
の
仕
事
量
が

外
国
へ
流
出
し
て
い
る
。 

 

  

海
外

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
動
向 

 

海
外
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
オ
フ
シ

ョ
ア
開
発
）
は
、
日
本
国
内
の
企
業
（
外
国

法
人
な
ど
）
経
由
が
多
く
な
り
、
六
割
以
上

が
中
国
へ
の
発
注
と
な
る
。
し
か
し
、
全
体

的
に
は
発
注
金
額
は
増
え
ず
、
日
本
側
の
慎

重
な
姿
勢
も
感
じ
ら
れ
る
。
一
方
で
は
情
報

シ
ス
テ
ム
の
発
注
者
（
ユ
ー
ザ
ー
企
業
）
も

海
外
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
へ
の
関
心
を
持
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
る
と
海
外
へ
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
は
今
後
も
拡
大
し
て
い
く

も
の
と
予
想
さ
れ
る
。 

　
し
か
し
、
海
外
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
品
質
、
仕

様
変
更
、
情
報
保
護
な
ど
の
課
題
も
多
く
、

こ
れ
ら
へ
の
対
応
が
今
後
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
の
動
向
を
左
右
す
る
。 
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